
関西労災看護部 
 GOOD CARE NURSE 

 

 

第 4号 職員の皆様はいかがお過ごしでしょうか？ 前回 GOOD CARE新聞第 3
号で頂いた皆様からの多くのご意見、いいね！も一部掲載させていただきます。 
さて、GOOD CARE第 4号はBEST NURSE 特集です。 

今年度BEST NURSEに輝いた方々をご紹介します！！ 
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ＣＣＵ 伊藤 弘紀さん 

山陰労災から異動して 3年目になり、ここ
まで多くのスタッフの方に支えていただき感
謝しています。今回Ｂｅｓｔ Nurse賞
をいただくことができ、嬉しく思っています。い
ただいた賞に恥じぬよう責任感を持って看
護や後輩育成自己研鑽に努めていきたい
と思います。ありがとうございました。来年度
も少しでも病棟に貢献できるよう頑張って
いきたいと思います。 

 

北 5階病棟   西見 奈実さん 

Ｂｅｓｔ Nurse賞をいただけてとても嬉しく思いま
す。選んで下さってありがとうございます。看護師歴は長
いのですがまだまだわからないことがあるので、日々勉強
して知識をアップデートしていこうと思います。 

北 7階病棟   河本 龍一さん 

今回は私個人の力ではなく、自分を支えて
くださった同期や後輩のおかげであると思って
います。今年は若輩の身でありながら病棟
でチームリーダーとして働かせてもらいました。
その中で患者の思いに寄り添った看護をチ
ームメンバーや私自身が出来るように努力し
てきました。 今後も、コロナに罹患した患者
様をはじめとし、北 7階病棟へ入院されて
いる患者様の思いに寄り添った看護を提供
していきたいと思います。まだまだ、至らぬ部
分もありますが、精一杯を尽くしていきたいと
思います。 

外来   吉谷 淳子さん 

患者様に寄り添う看護を日々心がけており、今
回それを評価していただき大変嬉しく思います。
ありがとうございました。これからも患者様の思い
に気づき満足していただけるような看護を行う努
力をしていきます。 

南 8階病棟    長谷川 由香さん 

Ｂｅｓｔ Nurse賞ありがとうございました。患者様とご家族に寄り添った看護を行う
ことを目標としています。今後も笑顔忘れず日々努力していきたいと思います。 

地域連携総合センター  大内貴子さん 

医療連携総合センターに配属になって 4年になります。一昨年遺伝子の
神経難病の患者を受け持ちました。神経難病について学習し、患者さんは
進行性の病気のため、人生においてあきらめないといけないことが増えてきま
す。自分のことも少しずつできなくなってきます。そのような患者さんの少しで
も支えになりたいと思い、難病看護について学習中です。看護師は、それぞ
れのフィールドで自分の目標に向けて役割を全うしようと尽力されていまし
た。前向きな姿勢やチームワークが大切なことを改めて学びました。今後もよ
り良い看護を提供できるように努力していきたいと思います。 

南 7階病棟  鎌田 佑菜さん 

このような賞を頂きとてもうれしいで
す！南 7階は診療科も増え、さらに
多科混合になり慣れないことも多く
煩雑になっています。そんな中でも患
者さん、家族さんとしっかり向き合い
丁寧なケアをスタッフ皆で協力して実
施していきたいと思っています。 

北 6階病棟  堤 友香さん 

今回Ｂｅｓｔ Nurse賞を頂けて光栄です。 看護師 3年目とまだまだ
未熟である中で、このような賞をいただけたのは、指導してくださる先輩方、
支えてくれる同期といった、北 6階病棟スタッフの皆様のおかげです。私は、
日々看護を行っていく中で、患者様一人一人と丁寧に関わるように心がけ
ています。これからも、その姿勢を大切にし、患者様に合わせたケアを行って
いけるように頑張りたいと思います。 

 

南 6階病棟  大馬 樂実さん 

未熟な点が多く、まだまだ納得のいく看護は実践できて
いませんが、スタッフの皆さんに支えられて、やりがいや
楽しさを感じながら看護師を続けることができています。
賞をいただいた事はとてもうれしいです。これからも笑顔
と初心を忘れずに患者さんの記憶の隅に残るような看
護を実践できたらいいなと思います。病棟スタッフととも
に今後もがんばります。 
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ICU  谷口 綾美さん 

部署内で後輩指導に力を入れ、後輩に
とって相談しやすい環境が作れるようにと
働きかけていたことを見てもらえていたのだ
と実感でき、嬉しく思います。コロナ禍で
大変な時期ではありますが、安全に看護
をすること、そして後輩の育成に貢献でき
るよう今後も頑張っていきます。 

南 5階病棟  中嶋  真希さん 

このたびは、素敵な賞をいただきありがとう
ございます。私は 2年目で知識も技術も
まだまだ未熟です。先輩方、同期、後輩
に助けられて日々乗り越えています。忙し
さで自分に余裕がないことも多いですがこ
れからも精一杯頑張りたいと改めて感じま
した。様々な思いを持った患者さんがい
て、その一人ひとりに寄り添っていくことに
日々難しさを感じます。患者さんが何を考
えているか、その思いを汲み取って丁寧に
伝わっていける看護師になれるようこれか
らも頑張ります。 

北 10階病棟   安藤 彩華さん 

賞をいただいて、周りの人が私の仕事を評価してくれたことに嬉しさ
を感じました。また、自分自身、患者様への関わりや今までに行っ
てきた看護を振り返る良い機会となりました。ありがとうございまし
た。今の自分に満足せず患者様のことを第一に考えた関わりやケ
アができるように頑張っていきます。 

 

北 9階 植田 亜紋さん 

この表彰は約 10年を振り返る良い機会となりました。上
司や先輩、同僚や後輩、患者様に至るまで、たくさんの
人々から多くのことを教わり今までの経験から看護としての
やりがいを感じ、10年もの間仕事を続けることができまし
た。今日の自分があるのは、その人たちのおかげだと思いま
す。皆様に支えられるだけでなく、1戦力となれるよう、これ
からもスキルアップしていきたいです。また初心を忘れずに、
努力し、今までの経験を通して先輩として看護の楽しさを
伝えていきたいと思います。これからも変わらぬご指導とご
鞭撻をお願いいたします。 

北 8階  川原 奈那さん 

当院で働き始め今年で 10年が経過しました。働き始めて数年は何が正しいのかを毎日考えており、悩むことも
多くありましたが、患者さんの生き方や人柄、家族さんとの関わり、感謝の言葉やご指摘の言葉などを聞いたり見
たり感じることで見えてくることがたくさんありました。また先輩方や後輩、他職種のスタッフなど様々な人の話や考
え方を聞くことで今も気づけることが多くある日々です。毎日いろいろな方から教えをいただいて日々成長している
のだなぁと実感しています。医療者として専門知識を持ち安全で安心な看護を提供することは勿論、1人の人
間として患者さんや、家族さん、他のスタッフとも関わりながら日々成長していきたいと思います。 

南 9階 高山 千穂さん 

このような賞をいただきありがとうご
ざいます。コロナの流行などで大変
な中ではありますが 1年間また気
持ちを新たに頑張りたいです。外
科病棟の看護師として成長できる
ようにしていきたいです。 

手術室   楊 少瑛さん 

Ｂｅｓｔ Nurse賞ありがとうございます。Ｂｅｓｔ Nurse賞受賞にあたり以前担当した患者様のケアについて自
分の看護観である患者様に寄り添う看護について改めて振り返る機会をいただき、そのケアに対して評価していただけたこ
とに感謝しています。受賞できたことでモチベーションアップにつながりました。この経験を今後の患者様へのケアや後輩指
導にも生かしていきたいと考えています。 

HCU  本庄 茜さん 

今回の受賞をきっかけに改めて自らの看護を振り返る良い機会となりました。日々
忙しい中ではありますが、忙しさに流されることなく看護を提供することができている
のは、師長さん補佐さんを始めスタッフの皆様の助けがあってこそだと思っています。
コロナ禍で大変な時期ではありますが力を合わせて頑張っていきたいと思います。こ
の度は本当にありがとうございました。疾患や治療についての知識を深めながら、
後輩への指導などを通して微力ながら病棟に貢献していきたいです。 

北 4階病棟     川口 裕美さん 

今回この賞をいただいたことを本当に嬉しく誇
りに思います。私は末期の心不全患者様に
行ったケアのことを書きました。北 4階に配属
されて約一年半多くの心不全患者と関わら
せていただきましたが、年齢が若く、周りの人
や看護師にとても気遣われる患者様に対し、
どういうケアや関わりを行えるか悩み、その結
果行ったケアを患者様だけではなく、スタッフに
も評価いただけた事は、自信ややりがいにつ
ながりました。 

~第 3号のご意見・いいね！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急変、悪化時の申し送りや外科患者の転
出、転入でいつもお世話になっている部署
ですが、新聞で親しみがわきました。各ユ
ニットの様子が知れてよかったです。 

 

ユニットのチームワークの良さが、当院の救急を
支えていると改めて思いました。 

 

HCUに所属している先生や診療看護師さんからの声を聞くことができとてもうれしかった。 

 

 

ずっと病棟勤務なのでユニットは
外から見ることもできずあまり知
らない世界でした。いいところが
たくさん知れてよかったです。 

 

普段ではあまり見られない他部署や先生の考
え方などが見れて面白いです。 

たくさんのご意見ありがとうございました。次回は 5月頃に
発行予定です。コメディックスで皆様からの意見をお聞かせ
ください。皆さんからの自薦、他薦は問いません「いいね！」
情報をお待ちしています。 発行元：看護部定着活動委員会                               


	/
	上段3名は院長賞

